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主催：六甲山を活用する会 

協力：兵庫県立人と自然の博物館 

後援：兵庫県神戸県民局、灘区役所、神戸市教育委員会 

【助成金をいただいている機関】 

セブン-イレブン記念財団、大阪コミュニティファンド
（東洋ゴムグループ環境保護基金）、子どもゆめ基金、
コベルコ自然環境保全基金、コープこうべ環境保護基金 

 

 

講師：半田
は ん だ

 久美子
く み こ

さん（プロフィール） 

1970（昭和45）年生まれ、40歳、栃木県出身。
大阪市立大学理学研究科修了（専門は花粉分
析）。兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境評
価研究部 埋蔵自然遺産研究グループ／生涯学
習推進室 主任研究員、理学修士。植物化石を
担当。ひとはくフェスティバルの運営や、丹波
の恐竜化石の発掘にも携わっている。 
 

第９０回テーマ： 

植物化石から見る 

神戸の太古の森 

講演内容 

●神戸の植物化石 

●丹波の恐竜化石 

●神戸の森のおいたち 
 

            

実施日：平成２２年９月１８日（土） 

     午後１時～ ３時４５分 

場  所：六甲山自然保護センター 

植物化石（ブナの仲間、

ナラの仲間など） 

少し涼しい六甲山で賑やかなセミナー 

午前１０時の記念碑台は２６℃で曇りでした。環境整備の
定例活動には９名が参加し、散策路の植生調査やアセビ実験
区の環境調査や樹木調査などに精を出しました。 

午後の市民セミナーは３７名という予想以上の参加者で、
講演の初めから質問が飛び交う活発さでした。 

「人類の起源への関心」が花粉分析に導いた 

講師の半田 久美子さんは兵庫県立人と自然の博物館の
自然・環境評価部の主任研究員で、植物化石や花粉分析の
専門家です。植物化石の研究とともに、脚光が当たってい
る丹波竜の発掘調査にも携わっておられます。 
最初にお会いした時に「どうして花粉分析の研究をされ

たのですか？」と質問し、「子どものころから人類の起源に
関心を持っていた」とお聞きして、その原点を知りました。 
 セミナーには顕微鏡や珪化木などもお持ちいただき、一
般の人が馴染んでいない太古の世界へご案内いただきまし
た。「１００万年というと想像しにくいですが、百万円とい
うとわかりやすい」と、太古の時代を理解するコツも教え
ていただきました。 

恐竜や太古の森が見えてきた 

冒頭の神戸の植物 

化石で、森林植物園 

に樹の化石・珪化木 

があり、太古の森が 

再現されていること 

を説明されました。 

樹の化石により植 

生から森の生い立ち 

を推定するお話しに 

興味が集まりました。りました。た。 

1億２０００年前 

に活躍した恐竜の話に進んで、丹波竜の発掘調査のエピソ
ードなどを紹介されました。鳥類が恐竜の一族であったと
いう説明には驚きの声もあがりました。 

 終盤は「神戸の森のおいたち」として、時代を追いなが
ら、気候の変動や植物の変遷を解説されました。３万年前
の花粉分析から日本海は湖状態であったと推定され、森や
植物が気候に適応して衰退を繰り返すと述べられました。 

 地球の温暖化が寒暖のいずれに向かうのか、大きな変化
の中で理解することを示唆して締めくくられました。 

生物多様性の保全にも関心を深めた 

化石の標本や写真・イラストなどを使って、太古の時代
を目で見てわかるようにご説明いただきました。どんな難
しい話になるか心配しながら参加した方も、興味と関心を
かきたてられて大満足の様子でした。森や地球環境の変遷
を目にできたことから、半田さんが意図されていた「生物
多様性の保全が未来の森の保全につながる」ということへ、
自然な理解が促されたように思われました。 

※詳しくは、１・２ページをお読みください。 

 

 前々から山や自然が好きで、その 

縁で知りあった旦那さんが偶然見つ 

けてきたセミナーのチラシ。興味津 

々で見ていると「神戸太古の森」と 

いう字に引き付けられ、今日初めて 

参加してみました。 

記念すべき 90 回ということもあり、参加者でいっぱい
の室内はセミナー中も質問が飛び交い、活気的で楽しい時
間を過ごせました。知っているようで知らなかった六甲山
の奥深さに、益々六甲山が好きになりました。素敵な時間
をありがとうございました。 

参加の感想  平道 百合子さん 

 

 

 

１億２０００万年から現在 
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年代の推定植生（落葉樹／常緑樹、広葉樹／針葉

樹、湿地性／乾燥性など）から、森の生い立ちが

推定できる。 

２．神戸の動物化石 

■神戸層群の動物化石 

 神戸市北区や三田では３８００万年前のザイサ

ンアミノドン（サイの仲間）のあご、サンダタン

ジュウ（水辺の猪豚の仲間）など奇蹄類の化石が

出てくる。温暖期から涼しい時期に入り草原に適

応したたくさんの動物が出現したのが神戸層群の

時代である。この時期、日本海はなく日本列島は

大陸にくっついていた。 

■丹波竜は１億２０００万年前に活躍 
丹波市山南町篠山川の地層（篠山層群）で中生

代白亜紀前期の恐竜の化石が出た。1 次発掘では
尾骨、２次発掘ではおしりから肋骨部分がでてき
た。頭部はバラバラになっていた。 

丹波竜は首が長く、頭部 

を軽くするため歯は単純で 

ある。草食恐竜とよく言う 

が、この時代、草はまだ進 

化していない。裸子植物を 

食べていた。小型ティラノ 

ザウルス類の歯もでてきた。 

３．神戸の森のおいたち 

■丹波竜の時代は針葉樹・裸子植物の時代 
篠山層群の化石から、１億２０００万年前は針

葉樹が生育していたことが分かった。その他、ベ

ネチテス類（ソテツに似た裸子植物）、シダ類があ

った。 

■５０００万年前は亜熱帯性植物の時代 

 新生代に入ると被子植物の時代になる。この時

期は暑い時代で、九州は亜熱帯であった。北海道

が常緑樹林（ヤシもあった）、樺太あたりで落葉樹

林、北極あたりでメタセコイアの林があったこと

が化石で判定されている。 

■神戸層群の時代は多様化の時代 

３５００万年前から涼しくなり、神戸は常緑樹
林帯／落葉樹林帯の境界付近にあった。ブナ（今
のブナと少し違う）、ナラ、フウ、ヌマミズキ、カ
エデなど落葉広葉樹、常緑のセコイア、落葉のヌ

講演の挨拶（半田 久美子さん） 

「ひとはく」で植物化石の研 

究をしています。専門の花粉分 

析からも太古の植物を解析して 

います。今日は丹波竜にも触れ 

ながら、神戸の森の生い立ちの 

お話しをします 

講演内容 

１．神戸の植物化石 

■神戸でも化石が出る 
 六甲山では化石は出ないが、六甲の西や三田盆

地では化石が出る。新生代古第三紀約３５００万

年前のもので、神戸層群という地層（主に川、湖、

海にできた地層）から、植物、昆虫、ほ乳類など

の化石が発見されている。 

■樹の化石は六甲山の森林植物園で見よう 
神戸市立森林植物園には神 

戸の総合運動公園の建設工事 

で出た樹の化石（珪化木）と 

その末裔の樹（セコイア、メ 

タセコイア、フウなど）を植 

えて日本の太古の森を再現し 

ている。これらは日本では絶 

滅した樹で、その化石は太古 

の貴重な遺産である。 

 珪化木は二酸化ケイ素が木 

材の組織に入り込んで固まっ 

たもので、この組織を標本と比較して種を決める。 

 神戸の珪化木で初めて種が特定されものはトウ

ダイグサ科の樹でパラフィラントキシロン コー

ベンセと名づけられた。これまでに見つかってい

る珪化木はクリ属、ヒノキ科、コナラ属、シイ属、

ニレ科、マツ科の７種類だけである。 

■樹の葉の化石から植生を推定する 

樹の葉化石は２５３種 

類がみつかっている。 

これらは凝灰岩層（元 

は火山灰）に密集して出 

てくることが多い。葉の 

鋸歯、葉脈や葉の別れ方 

などで種を特定し、その 

講演 

●神戸の植物化石 

●丹波の恐竜化石 

●神戸の森のおいたち 

 

市民セミナー 
１．あいさつ：１３：１０～１３：２０ 
２．講  演：１３：２０～１４：４５ 
３．休  憩：１４：４５～１５：１０ 
４．質疑応答：１５：１０～１５：３５ 
 

第９０回テーマ：植物化石から見る神戸の太古の森 

 

第９０回市民セミナーの流れ 

珪化木を顕微鏡で観察 

半田さん 

 

森林植物園の珪化木 

 

 

丹波竜の肋骨などを発掘 

 

現代のブナと化石 
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◆参加者の声 

・長いスパンでの六甲の生物史で意義深いお話しでした。 

・花粉分析から、壮大なお話しに広がり感激しました。 

・森林植物園の珪化木は百万年前の化石！再確認したい。 

・３５０万年前の当時と現在の気温や植物を比較できた。 

◆参加者：３７名（５０音順・敬称略） 
伊澤 信雄 泉 美代子 板野 武一 大塚紀美子 
大東 義弘 岡   敏明 岡井 敏博  尾崎 尚子  

於勢 文子 久保 順一 兼貞   力 小宮 弘信 
小宮真佐代 柴田 正生 白岩 卓巳 白澤  宗  
高橋 貞美 千葉  靖  坪田 義治 寺垣 耕平 
堂馬 英二 南部 哲夫 西井  豊 林   和俊  

半田久美子 平道 初治 平道百合子 増井 啓治 
増田 知子 松井 光利  村上 定広  森  康博 
矢野  隆 山本 悟而 湯原 規公 吉岡賢太郎 
吉本 卓史  

◆参考・配布資料など 

・レジメ：「植物化石から見る神戸の太古の森」 
・パワーポイント：「植物化石から見る神戸の太古の森」 
・珪化木の標本（顕微鏡観察用） 

半田 久美子：はんだ くみこ 
兵庫県立人と自然の博物館 自然・環境評価研
究部 埋蔵自然遺産研究グループ 主任研究員 
〒669-1546 兵庫県三田市弥生が丘６ 
電話：０７９－５５９－２００１   
FAX ：０７９－５５９－２００７ 
e-mail:handa@hitohaku.jp 
http:// www.hitohaku.jp 

トウヒ属、マツ属の時代、１万年前はスギが非常

に多かった。２万年前は氷期で今より６℃ほど低

温、海水面も１２０ｍほど低く瀬戸内海や大阪湾

は陸化していた。朝鮮半島はほぼ陸続きで暖流が

入り込まないので日本海は湖状態であった。 

■森は気候に適応して盛衰を繰り返している 

大阪湾・東灘の１７００ｍボーリングでの堆積

物の花粉分析によると、寒い時は川の時代で砂利、

暖かい時は海の時代で泥が堆積し、これが繰返さ

れている。それに伴って植物の盛衰がある。 

 照葉樹はあまり発達したことがなく、落葉広葉

樹、針葉樹の中で交替種が出てくる。その時優勢

でない植物は次の繁栄の時を待って、けなげに耐

えている。今あるブナは日本の固有種で１５０万

年前に初めて出てきた。日本の寒暖の大波に適応

して生まれた。もっと古くからあるヒメブナは５

０万年前に絶滅した。 

質疑応答 
ブナが観測されない時期はどうしていたの？  
なかったとはいえない。別の所（現大阪湾が干

上がった所）に退避していたかも知れない。 

なぜ花粉を調べるの？ 

少量で植物の変遷がよく分かるから。 

まとめ（半田さん） 
 花粉分析は太古の植生を理解する有力な方法で

す。通常、花粉の話はあまり人が集まりませんが、

今日は多数の方に聴いていただきありがとうござ

いました。 

事務局より 
「神戸の太古の森」に魅せられて半田さんの世

界に引き込まれました。１億年前の地球や六甲山

にイメージを描く貴重な機会になりました。 

マスギ、メタセコイアなどが発生してきた。 

さらに、ヤシやバショウの化石がブナと一緒に
出るなど、特徴ある森が出現してきた。 このあ
と１５００万年前までには熱帯になった時期が
あり、マングローブの花粉が産出している。 

■３００万年前から寒暖振幅が大きくなった 
 この頃から寒暖の振幅が大きくなり、ヌマミズ
キ、フウ、セコイアは堪えられなくなり絶滅した。 

 

 

 

 

■３万年前を花粉分析で推定する 
六甲山と同様にブナ林のあるハチ北高原の大

沼湿原でボーリング調査をし、３５０００年前ま
での花粉分析を行った。 

 

  

今は、コナラ属、ブナ属、マツ属が主流であるが、

３万年前はツガ属、コナラ属、２万年前はモミ属、

市民セミナーVol.90 
植物化石から見る神戸の 
太古の森／半田 久美子 
2010 年 9 月発行 

 

大沼湿原の植生変遷 

500 万年間の気候変化 

「Lisiecki and Raimo(2005)を改変」 

深海底ボーリングコア中の有孔虫の殻の酸素 

同位体比率から古海洋水温の変動を推測 

 


